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き
な
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
子
供
た
ち
に
仔
牛
の
哺
育
体
験
な

ど
、
酪
農
に
関
す
る
体
験
学
習
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

体
験
学
習
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
寒
空

で
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
青
年
部
員
か
ら

作
物
の
説
明
と
植
え
方
や
土
の
掛
け
方
な

ど
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
作
物
の
植
え
付

け
を
お
こ
な
い
、
青
年
部
員
も
子
供
た
ち

と
一
緒
に
な
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。

植付けをおこないまし植付けをおこないましたた

今月の主な記事

「上湧別小学校４年生児童２１名と一緒に播種作業」

子供農業体験学習を開催しました ２～３

「新緑眩しいまきばに１０００頭が放たれる」

各地区公共牧場で牛の受入開始

上湧別チューリップフェアで牛乳と

アイスクリームの無料配布を実施 ４

第４０回北見ブラック＆ホワイトショウ

２０１４北海道ブラック＆ホワイトショウ ５

特集～「ＴＰＰ交渉問題を考える」～

「ＴＰＰ交渉はなぜ難航しているのか」

北海道大学農学部講師 東山 寛 氏 ６

第１６回ＪＡえんゆう農事部親睦

パークゴルフ・ゴルフ大会要領 ７

遠軽厚生病院だより ８～９

理事会のあらまし

中途採用職員紹介

退職者挨拶 １０

読者の声 １１

クロスワードパズル

いもたま作造くん １２

Ｊ
Ａ
青
年
部
で
は
、
毎
年
、
地
域
の
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
に
食
と
生
命
の
大
切

さ
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
場

と
し
て
、
子
供
農
業
体
験
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
度
上
湧
別
小
学
校
４
年
生
児
童

と
の
子
供
農
業
体
験
学
習
を
５
月

日
に

２２

同
校
横
の
圃
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
じ
ゃ

が
い
も
を
播
種
し
て
、
調
理
加
工
実
習
で

は
、
自
分
た
ち
の
手
で
収
穫
し
た
野
菜
と

当
地
域
で
も
盛
ん
な
酪
農
家
か
ら
搾
ら
れ

た
牛
乳
を
つ
か
っ
て
、
子
供
た
ち
が
大
好

ととと一緒に播種作業とと一緒に播種作と一緒に播種作業業と一緒に播種作業

子子子
供
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た

子子
供
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し

子
供
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
たた

子
供
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し
た 表紙写真：子供農業体験学習の様子



子供たちと一緒にじゃがいも、にんじん、たまねぎ子供たちと一緒にじゃがいも、にんじん、たまねぎのの
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上上上湧別小学校４年生児童２１名上上湧別小学校４年生児童２１上湧別小学校４年生児童２１名名上湧別小学校４年生児童２１名



Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
は
、
５
月

日
に
か
み
ゆ
う

２４

べ
つ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
（
湧
別
町
上
湧
別
屯
田
市
街
地
）

で
開
催
さ
れ
て
い
る
か
み
ゆ
う
べ
つ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ア
で
牛
乳
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
無
料
配
布
を
お
こ

な
い
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
若
干
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
道
内
外
か
ら

も
多
く
の
観
光
客
が
来
場
し
、
午
前

時
の
開
始
前
か
ら
、

１１

長
蛇
の
列
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
用
意
し
た
牛
乳
５
０
０
個
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
２

０
０
個
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
０
０
０
個
も
配
布
開

始
か
ら
三
〇
分
ほ
ど
で
な
く
な
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
、

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
も
え
ん
ゆ
う
管
内
の
四
地
区
に
あ
る
７
つ
の
公
共

牧
場
で
は
、
５
月

日
の
丸
瀬
布
白
滝
地
区
の
支
湧
別
牧

２３

場
・
東
白
滝
牧
場
を
皮
切
り
に
、
６
月
４
日
ま
で
の
７
日

間
、
牛
の
受
入
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

牛
舎
か
ら
家
畜
運
搬
車
に
乗
っ
て
、
公
共
牧
場
に
運
ば

れ
た
牛
た
ち
は
、
一
頭
ず
つ
個
体
の
確
認
と
駆
虫
剤
の
塗

布
を
お
こ
な
っ
た
後
、
新
緑
ま
ぶ
し
い
牧
場
に
放
た
れ
ま

し
た
。

最
初
は
見
知
ら
ぬ
場
所
に
来
た
せ
い
か
、
牛
た
ち
の
歩

く
姿
も
ど
こ
か
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
で
し
た
が
、
環
境
に
慣

れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
青
草
を
美
味
し
そ
う
に
食
ん
で
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
牛
た
ち
は

月
下
旬
ま
で
、
各
地
の
公
共
牧

１０

場
で
放
牧
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
す
く
す
く
と
育

っ
て
、
ま
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
牛
舎
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

消費拡大運動の様子

上
湧
別
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
で
牛
乳
と

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
無
料
配
布
を
実
施

新
緑
眩
し
い
ま
き
ば
に
１
０
０
０
頭
が
放
た
れ
る

各
地
区
公
共
牧
場
で
牛
の
受
入
開
始

ひざし ２０１４.６ 荊

各地区公共牧場での牛の受入作業の様子
（５月２９日見晴牧場（写真上）、

５月３０日旭牧場（写真下））
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第
５
部
７
位

木
村
吉
里（
生
田
原
清
里
）

第
７
部
２
位

木
村
吉
里（
生
田
原
清
里
）

第
８
部
１
位
・
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

竹
内
洋
文（
湧
別
町
富
美
）

第
９
部
２
位
・
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

情
野
祐
樹（
生
田
原
豊
原
）

第

部
２
位

山
口
由
幹（
遠
軽
町
若
咲
内
）

１２
第

部
同
志
会
牛
群

５
位

１５
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
イ
ウ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

情
野
祐
樹（
生
田
原
豊
原
）

第

回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト

４０

シ
ョ
ウ
が
５
月

日
に
北
見
管
内
畜
産
総

１０

合
施
設
（
訓
子
府
町
）
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
の
酪
農
家
か
ら

頭
を
集
め
て
開
催
さ

８８

れ
、
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志

会
か
ら
は
、
５
戸
の
会
員
が

頭
を
出
品

１１

し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
は
、

乳
牛
に
求
め
ら
れ
る
体
格
や
資
質
の
良
さ

を
競
う
大
会
で
、
審
査
員
の
別
海
町
酪
農

家
の
二
瓶
義
則
氏
が
月
齢
別
に
分
か
れ
た

全

部
で
乳
房
の
形
状
や
肢
の
長
さ
、
骨

１３
格
の
正
確
性
、
発
育
具
合
な
ど
、
搾
乳
に

向
く
優
れ
た
乳
牛
を
選
び
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
勢
の
成
績
も
生
田
原
豊
原
の

情
野
祐
樹
さ
ん
が
出
品
し
た
パ
ッ
シ
ョ
ン

ラ
ン
ド
＝
ジ
ェ
リ
ッ
ク
＝
マ
ク
ベ
ス
号
が

リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、

湧
別
町
富
美
の
竹
内
洋
文
さ
ん
が
出
品
し

た
２
頭
が
１
位
を
獲
得
す
る
好
成
績
を
収

め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
出
来
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

第
１
部
１
位

竹
内
樹
来（
湧
別
町
富
美
）

第
４
部
９
位

木
村
吉
里（
生
田
原
清
里
）

５
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
２
０

２４

２５

１
４
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
が
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

場
（
安
平
町
早
来
）
で
開
催
さ
れ
、
全
道

各
地
か
ら
２
５
１
頭
、
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
改
良
同
志
会
か
ら
３
戸
４
頭
を
出

品
し
ま
し
た
。

審
査
は
、
清
水
町
酪
農
家
の
松
原
秀
雄

氏
が
務
め
、
月
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
全
１４

部
で
乳
牛
に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
勢
も
、
生
田
原
清
里
の
木
村

吉
里
さ
ん
が
出
品
し
た
ダ
ビ
ド
ソ
ン
＝
ヒ

ロ
イ
ン
＝
レ
デ
ィ
＝
ゴ
ー
ル
ド
号
が
第
６

部
（

ヵ
月
以
上

ヵ
月
未
満
）
で
２
位

２１

２４

に
な
っ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

ええ
ん
ゆ
う
勢
も
好
成
績
を
お
さ
め

え
ん
ゆ
う
勢
も
好
成
績
を
お
さ
め
るる

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウウ

リザーブインターミディエイトチャンピオンを
獲得したパッションランド・ジェリック・マク
ベス号と情野祐樹さん（写真上）、第１部１位に
なった竹内樹来さん（写真中）と第８部１位にな
った竹内皓大さん（写真下手前）、

◇
シ
ョ
ウ
の
主
な
結
果
（
敬
称
略
）

第第第

回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
で
情
野
牧
場
出
品
牛
が

４０
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

第第第

回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
で
情
野
牧
場
出
品
牛

回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
で
情
野
牧
場
出
品
牛
がが

４０４０
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲

リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得得

第

回
北
見
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
で
情
野
牧
場
出
品
牛
が

４０
リ
ザ
ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

第６部２位になった木村吉里さん
（写真提供：竹内洋文さん）
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共
和
党
が
議
会
両
院
で
多
数
派
と
な
れ

ば
成
立
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
本
格
的
な
交
渉
が
始
ま
る
と
し

て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
間
違
い
な
く
越
年

す
る
で
し
ょ
う
。

今
、
オ
バ
マ
政
権
は
「
早
期
妥
結
」
を

焦
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
選
挙
対
策
と

い
う
「
お
家
の
事
情
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
本
は
そ
の
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、

４
月
の
首
脳
会
談
で
も
「
日
米
間
は
妥
結

可
能
」
と
宣
言
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
５

月
の
会
合
で
は
各
国
か
ら
日
米
間
の
「
合

意
」
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
を
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
憶
測
報
道
も
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
牛
肉
関
税
の

「
９
％
」
な
ど
と
い
う
数
字
は
、
関
税
全
廃

を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
も
認
め

な
い
で
し
ょ
う
し
、
我
々
も
断
じ
て
容
認

で
き
ま
せ
ん
。
双
方
の
国
内
で
認
め
ら
れ

な
い
よ
う
な
交
渉
を
こ
れ
以
上
続
け
て
も

無
意
味
で
す
。
急
ぐ
必
要
は
な
い
の
で
す

か
ら
、
ど
こ
か
で
仕
切
り
直
す
べ
き
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
昨
年
８
月
の
第

回
１９

ブ
ル
ネ
イ
会
合
を
最
後
に
、
正
式
な
交
渉

会
合
（
ラ
ウ
ン
ド
）
を
開
い
て
い
ま
せ
ん
。

以
降
は
閣
僚
会
合
に
舞
台
を
移
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年

月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
閣
僚

１２

会
合
は
事
実
上
決
裂
し
、
仕
切
り
直
し
の

今
年
２
月
会
合
で
も
ほ
と
ん
ど
進
展
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
月
に
も
閣
僚
会
合

を
開
催
し
ま
す
が
、
大
筋
合
意
は
無
理
で

し
ょ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
理
由
は

３
つ
あ
り
ま
す
。
第
１
に
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
・
日
本
が
抱
え
る
市
場
ア
ク
セ
ス

（
開
放
）問
題
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
も
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
（
重
要
）
品
目
が
あ
り
、
砂
糖
、

乳
製
品
、
繊
維
、
自
動
車
の
４
つ
で
す
。

カ
ナ
ダ
に
は
供
給
管
理
政
策
と
い
う
優
れ

た
農
業
保
護
制
度
が
あ
り
、
乳
製
品
・
鶏

肉
・
卵
な
ど
の
５
品
目
を
守
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
「
聖
域
」
＝
重
要
５
品
目
等
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市
場
ア
ク

セ
ス
分
野
は
二
国
間
（
バ
イ
）
で
交
渉
す

る
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
焦
点

は
日
米
間
の
決
着
で
す
。

第
２
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ル
分
野
で

の
要
求
水
準
が
高
す
ぎ
る
こ
と
で
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は

の
交
渉
分
野
を
設
定
し
て
い
ま

２１

す
が
、
こ
の
う
ち
知
的
財
産
（
特
許
、
著

作
権
な
ど
）、
国
有
企
業
、
環
境
が
「
難
航

３
兄
弟
」
と
言
わ
れ
、
一
向
に
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
。
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

医
薬
品
の
特
許
保
護
期
間
を
延
長
す
る
仕

組
み
の
導
入
や
、
国
有
企
業
に
対
す
る
優

遇
措
置
の
撤
廃
で
、
途
上
国
が
一
斉
に
反

発
し
て
い
ま
す
。

第
３
に
、
オ
バ
マ
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ａ
（
貿

易
促
進
権
限
）
を
取
得
し
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
憲
法
の
規
定
に
よ
り

通
商
交
渉
の
権
限
が
政
府
で
は
な
く
議
会

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
一
時
的
に
政
府

に
委
ね
る
の
が
Ｔ
Ｐ
Ａ
で
す
。
こ
れ
が
な

け
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
な
交
渉
を
仮
に

政
府
間
で
妥
結
し
て
も
、
議
会
で
の

「
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
」が
あ
り
得
ま
す
。
交
渉

を
ま
と
め
る
た
め
に
は
お
互
い
に
譲
歩
す

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
が
、
ど
の
国
も

ア
メ
リ
カ
を
信
用
し
て
取
引
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
は
１
月
に
ア
メ
リ
カ

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
民
主
党
内

で
は
慎
重
派
が
優
勢
で
、
審
議
入
り
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
早
く
て
も
１１

月
の
ア
メ
リ
カ
中
間
選
挙
の
後
で
し
ょ
う
。

（北海道大学農学部講師）

特特
集「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
を
考
え
る
」

特
集「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
を
考
え
る
」に
つ
い
て

に
つ
い
て

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
交

渉
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
全
道
の
Ｊ
Ａ
広
報
誌
を
通
じ
て
識
者
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
文
章
を
掲
載
し
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
問
題
提
起
と

理
解
を
図
る
特
集
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特特
集「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
を
考
え
る
」

特
集「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
を
考
え
る
」に
つ
い
て

に
つ
い
て

特
集「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問
題
を
考
え
る
」に
つ
い
て

特集〜「ＴＰＰ交渉問題を考える」特集〜「ＴＰＰ交渉問題を考える」〜〜

ＴＴＴＰＰ交渉はなぜ
難航しているのか

ＴＴＰＰ交渉はなＴＰＰ交渉はなぜぜ
難航しているの難航しているのかか

ＴＰＰ交渉はなぜ
難航しているのか

東 山 寛
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第１６回ＪＡえんゆう農事部親睦パークゴルフ大会要領

１．目 的 組合員相互及び各農事部の連携性と親睦を深めると共に、健全なる

娯楽と健康の増進を図ることを目的とし開催する。

２．日時及場所 日 時 平成２６年７月１５日（火）９時００分（雨天決行）

場 所 湧別町上湧別五鹿山パークゴルフ場 ☎２−３１１１

３．出 場 資 格 組合員及び農業に従事する家族・従業員

４．開 会 式 場 所 上湧別五鹿山パークゴルフ場 ロッジハウス前

受付開始 午前９時

集合時間 午前９時３０分

開 会 式 午前９時４０分

競技開始 午前１０時

５．競 技 方 法 男女別個人戦、２７ホール、ハンディキャップ有（最高２０）

プレー代は無料。

６．参 加 申 込 ６月１２日までに、各地区農事部長さんまで申し込み下さい。

第１６回ＪＡえんゆう農事部親睦ゴルフ大会要領

１．目 的 パークゴルフと同様。

２．日時及場所 日 時 平成２６年７月１５日（火）９時００分（雨天決行）

場 所 上湧別リバーサイドゴルフ場 ☎２−３４８６

３．出 場 資 格 組合員及び農業に従事する家族・従業員

４．開 会 式 場 所 １番ホール前

集合時間 午前８時３０分（受付は、各自で済ませる）

開 会 式 午前８時４０分

競技開始 午前９時００分

５．競 技 方 法 １８ホールストロークプレー、ダブルペリア（ＨＣ６０打ち切り）

プレー代は各自負担。

６．参 加 申 込 ６月１２日までに、各地区農事部長さんまで申し込み下さい。

虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚
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遠軽厚生病院だより

「
今
よ
り

分
多
く
体
を
動
か
そ
う
」

１０

～
健
康
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
～

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師

８
２
０
２
歩
で
あ
っ
た
の
が
７
２
４
３
歩

へ
減
少
、
女
性
も
７
２
８
２
歩
か
ら
６
４

３
１
歩
へ
減
少
し
ま
し
た
。
男
性
で
は
約

１
０
０
０
歩
減
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に

換
算
す
る
と
一
日

～

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

４０

４５

消
費
が
減
る
こ
と
に
な
り
、
年
間
合
計
で

１
４
，
６
０
０
～
１
６
，
４
２
５
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
消
費
が
減
り
一
年
で
２
～
２
．
４

キ
ロ
グ
ラ
ム
体
重
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

１
０
０
０
歩
の
減
少
は
約

分
の
運
動

１０

不
足
で
あ
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
体
重
増

加
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

嘘
運
動
習
慣
の
割
合
の
推
移

男
女
と
も
、

歳
以
上
の
運
動
習
慣
者

６０

は
増
加
し
て
い
る
一
方
、

歳
以
下
で
は

６０

増
加
し
て
お
ら
ず
、
特
に
女
性
で
は
減
少

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

歳
未
満
の

６０

就
労
世
代
の
７
～
８
割
が
、
運
動
習
慣
を

有
し
て
い
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
か
か
わ
っ

て
い
る
病
気
で
す
。

２
０
０
７
年
の
死
亡
者
の
う
ち
、
タ
バ

コ
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
死
亡

者
の
数
は
１
２
８
，
９
０
０
人
で
す
。
次

い
で
高
か
っ
た
の
は
高
血
圧
が
関
連
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
死
亡
者
１
０
３
，
９

０
０
人
、
そ
の
次
は
運
動
不
足
が
関
連
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
死
亡
者
５
２
，
２

０
０
人
で
す
。
健
康
を
損
な
う
リ
ス
ク
の

中
で
ワ
ー
ス
ト
３
位
が
運
動
不
足
で
す
。

平
成

年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概

２２

況
に
よ
る
と
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
要

因
は
生
活
習
慣
病
が
３
割
、
認
知
症
や
高

齢
に
よ
る
衰
弱
、
関
節
疾
患
、
骨
折
・
転

倒
を
合
計
す
る
と
５
割
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
予
防
の
た
め
に
は
、
生
活
習

慣
病
を
改
善
予
防
す
る
こ
と
や
骨
粗
し
ょ

う
症
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
し
骨
折
や
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
適
切
な
量
の
運

動
と
身
体
活
動
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

渦
身
体
活
動
に
つ
い
て
の
現
状

年
前
に
国
は

年
間
で
１
０
０
０
歩

１０

１０

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
身
体
活
動
の
目
標
と

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
男
性
が
十
年
前
に
は

活
に
制
限
の
な
い
健
康
な
状
態
で
い
ら
れ

る
寿
命
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

男
性
の
平
均
寿
命
は

．

歳
で
健
康
寿

７９

５５

命
は

．

歳
で
す
の
で
９
．

年
の
開

７０

４２

１３

き
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
女
性
は
健
康
寿

命

．

歳
で
平
均
寿
命
は

．

歳
で

７３

６２

８６

３０

す
か
ら

．

歳
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

１２

６８

健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で

す
が
、
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う

で
す
。

こ
こ
し
ば
ら
く
主
要
３
大
死
因
と
い
わ

れ
て
き
た
の
は
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中

で
す
が
、
２
０
１
３
年
に
は
が
ん
・
心
臓

病
に
次
い
で
肺
炎
が
３
位
に
上
昇
し
て
い

ま
す
。
肺
炎
は

歳
以
上
の
高
齢
者
特
に

６５

歳
以
上
後
期
高
齢
者
に
特
に
多
く
な
っ

７５て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
の
多

く
は
誤
嚥
性
肺
炎
（
気
管
に
飲
み
物
や
食

物
・
痰
な
ど
が
入
る
こ
と
で
お
こ
る
肺
炎
）

で
す
。
誤
嚥
は
個
人
の
免
疫
力
や
、
肺
機

能
の
低
下
、
寝
た
き
り
で
体
の
向
き
を
変

え
ら
れ
な
い
な
ど
の
条
件
が
重
な
っ
た
時

に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
を

し
、
運
動
を
行
っ
て
筋
力
や
免
疫
力
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
大
死
因
を
含
め
た
生
活
習
慣
病
で
亡

く
な
る
方
は
、
全
死
亡
数
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
食
習
慣
・
運
動
習
慣
・
喫

本
日
は
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
に
つ
い
て
、
以
下

６
つ
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
．
健

康
に
関
す
る
国
の
現
状

２
．

運
動
の
効
果

３
．
身
体
活

動
と
運
動
に
つ
い
て

４
．

生
活
の
中
で
身
体
活
動
を
増

や
す
コ
ツ

５
．
運
動
を
す

る
前
の
注
意
点

６
．
実
際

に
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ

う１
．
健
康
に
関
す
る
国
の
現

状
臼
平
均
寿
命
と
生
活
習
慣
病

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
長

寿
国
で
す
。
平
均
寿
命
は
世

界
で
高
い
水
準
を
示
し
、
推

計
で
は
２
０
６
０
年
に
は
男

性

．

歳
、
女
性
は

．

８４

１９

９０

歳
ま
で
延
び
て
い
く
と
予

９３想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
平
均
寿
命
が
延
び

て
い
く
一
方
で
、
健
康
寿
命

は
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
健
康

寿
命
と
い
う
の
は
、
日
常
生
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☆
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運
動
☆

臼
手
を
軽
く
組
み
、
お
な
か
に
あ
て
ま
す
。

お
な
か
と
手
で
力
く
ら
べ
を
す
る
よ
う
に

お
互
い
に
力
を
入
れ
合
い
ま
す
。
お
な
か

に
力
を
入
れ
て
、
鍛
え
る
よ
う
に
意
識
し

ま
す
。
３
秒
ゆ
っ
く
り
数
え
ま
す
。

渦
椅
子
を
両
手
で
つ
か
み
、
背
中
で
背
も

た
れ
を
押
し
ま
す
。
背
中
を
鍛
え
る
よ
う

に
意
識
し
ま
す
。
３
秒
ゆ
っ
く
り
数
え
ま

す
。

嘘
片
方
の
腕
を
ま
っ
す
ぐ
に
の
ば
し
て
手

首
間
少
し
そ
ら
し
ま
す
。
反
対
の
手
で
の

ば
し
て
い
る
方
の
ひ
じ
を
下
に
押
し
ま
す
。

腕
と
肩
に
力
を
入
れ
て
意
識
し
て
行
い
ま

す
。
３
秒
ゆ
っ
く
り
数
え
ま
す
。

反
対
側
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

唄
次
に
、
４
秒
数
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
右

足
の
足
を
あ
げ
て
膝
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ

の
時
太
も
も
の
筋
肉
を
意
識
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
４
秒
数
え
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
足
を
元
に
戻
し
ま
す
。

反
対
の
足
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

欝
次
に
、
膝
を
曲
げ
た
ま
ま
４
秒
か
け
て

上
に
右
足
を
持
ち
上
げ
ま
す
。
こ
の
時
、

足
の
付
け
根
の
筋
肉
を
意
識
し
ま
す
。
ま

た
４
秒
か
け
て
元
に
戻
し
ま
す
。
反
対
側

も
同
様
に
行
い
ま
す
。

蔚
最
後
に
、
ゆ
っ
く
り
４
秒
数
え
な
が
ら

両
足
の
か
か
と
を
上
げ
て
、
つ
ま
先
立
ち

を
し
ま
す
。
ま
た
４
秒
か
け
て
も
と
に
戻

し
ま
す
。

〈
こ
こ
ま
で
１
セ
ッ
ト
と
し
て
、
体
調
や

疲
労
感
に
合
わ
せ
て
３
回
ず
つ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
て
き

た
ら
５
～

回
ず
つ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。〉

１０

を
抑
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

６
．
ス
ト
レ
ッ
チ
、
運
動
の
紹
介

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
（
準
備
運
動
）
☆

臼
ま
ず
、
両
手
を
後
ろ
で
組
み
ま
す
。
そ

の
ま
ま
後
ろ
の
方
向
に
肘
を
伸
ば
し
ま
す
。

胸
を
前
に
突
き
出
し
ゆ
っ
く
り

秒
数
え

１０

ま
す
。

＊
胸
を
延
ば
す
よ
う
に
意
識
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

渦
次
に
、
胸
も
前
で
大
き
な
風
船
を
抱
え

込
む
よ
う
に
両
手
を
組
み
ま
す
。
そ
の
ま

ま
お
へ
そ
を
覗
き
込
む
よ
う
に
下
を
向
き

背
中
を
丸
め
ま
す
。

胸
の
前
で
抱
え
た
風
船
が
膨
ら
ん
で
大

き
く
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
組
ん
だ
腕
の
中
の

円
を
大
き
く
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り

秒
数
え
ま
す
。

１０

＊
背
中
を
延
ば
す
よ
う
に
意
識
し
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

嘘
次
に
、
左
手
で
右
手
首
を
つ
か
み
前
に

伸
ば
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
水
平
方
向
に
左

側
に
回
し
ま
す
。（
左
手
で
右
手
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
回
し
ま
す
。）ゆ
っ
く
り

秒
数
え

１０

ま
す
。
反
対
側
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

＊
肩
の
あ
た
り
を
延
ば
す
よ
う
に
意
識
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

唄
次
に
、
両
手
を
腰
に
当
て
、
右
足
を
一

歩
後
ろ
へ
引
き
ま
す
。

お
腹
を
前
に
突
き
出
し
ま
す
。

＊
太
も
も
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
に
か
け
て
伸

ば
す
よ
う
に
意
識
し
て
ゆ
っ
く
り

秒
数

１０

え
ま
す
。

反
対
側
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

〈
以
上
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
疲
労
感
に
合
わ

せ
て
２
回
ず
つ
行
い
ま
す
。〉

２
．
運
動
の
効
果

運
動
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増

加
し
腹
囲
・
体
重
が
減
少
さ
せ
る
、
血
糖

値
を
下
げ
る
、
血
流
を
良
く
し
血
圧
を
下

げ
る
、
中
性
脂
肪
を
分
解
し
て
H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
、
骨
や
筋
肉
を

丈
夫
に
し
運
動
機
能
を
向
上
さ
せ
る
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
免
疫
力
を
高
め
る
、
さ
ら
に
脳

を
刺
激
し
血
流
増
加
に
よ
っ
て
脳
細
胞
が

活
性
化
さ
れ
脳
の
老
化
を
予
防
す
る
な
ど

多
く
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

３
．
身
体
活
動
と
運
動
に
つ
い
て

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
身
体

活
動
を
と
運
動
の
量
は
、
３
メ
ッ
ツ
程
度

の
身
体
活
動
を
毎
日

分
行
な
う
も
し
く

６０

は
今
よ
り
１
日

分
多
く
体
を
動
か
す
と

１０

い
う
の
が
目
安
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
は
運
動
強
度
に
か
か
わ

ら
ず
１
日

分
の
身
体
活
動
を
目
指
し
ま

４０

し
ょ
う
。
メ
ッ
ツ
と
は
運
動
の
強
度
を
表

す
単
位
で
、
数
字
が
小
さ
い
ほ
ど
強
度
の

低
い
運
動
で
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
運
動

強
度
の
高
い
（
き
つ
い
）
運
動
で
す
。
３

メ
ッ
ツ
程
度
の
運
動
と
は
ふ
つ
う
歩
行
ほ

ど
の
強
度
で
す
。

さ
ら
に
１
週
間
に

分
間
、
息
が
は
ず

６０

み
汗
を
か
く
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
や
体
力
づ

く
り
を
お
こ
な
お
う
と
良
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
持
久
力
や
体
力
の
向
上
の
た
め

３
メ
ッ
ツ
以
上
の
強
度
の
運
動
が
有
効
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳
以
上
の
方
は
、

６５

可
能
で
あ
れ
ば
３
メ
ッ
ツ
以
上
の
強
度
の

運
動
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

４
．
生
活
の
中
で
身
体
活
動
を
増
や
す
コ

ツ

一
日
の
中
で
運
動
の
時
間
を
新
た
に
設

け
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
一
日

分
身

１０

体
活
動
を
増
や
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

近
所
へ
は
車
を
使
わ
な
い
、
車
通
勤
の
人

は
職
場
か
ら
遠
い
場
所
に
駐
車
す
る
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
な
ど
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

５
．
運
動
を
す
る
際
の
注
意
点

【
運
動
を
す
る
前
に
】

・
骨
粗
鬆
症
の
あ
る
人
や
心
臓
疾
患
の
あ

る
人
、
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
脈
拍
が

多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い

る
人
な
ど
は
事
前
に
主
治
医
に
事
前
相
談

し
て
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
血
圧
が
高
い
時
、
脈
拍
が
多
い
時
、
動

悸
・
息
切
れ
が
あ
る
時
、
体
調
不
良
の
時

は
運
動
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
体
操
や
運
動
を
行
う
前
に
は
必
ず
ス
ト

レ
ッ
チ
（
準
備
運
動
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
で
、
関
節
の
動

き
が
滑
ら
か
に
な
り
、
筋
肉
が
最
良
の
状

態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を

す
る
こ
と
で
運
動
中
の
怪
我
や
ス
ポ
ー
ツ

障
害
を
引
き
起
こ
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

・
運
動
中
に
、
も
し
気
分
が
悪
く
な
っ
た

り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
運
動
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
直
後
に
】

・
休
憩
と
水
分
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
を
す
る
と
、
筋
肉
痛
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
痛
み
が
3
日
以
上
続
く
よ

う
な
筋
肉
痛
が
起
き
る
場
合
は
、
運
動
が

強
す
ぎ
ま
す
。
筋
肉
痛
に
な
っ
た
場
合
は
、

ま
ず
は
十
分
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
入
浴
を
し
、

血
行
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
湿
布
や
塗
り
薬
を
使
用
し
て
、
炎
症
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今
後
は
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
の
ご

厚
意
に
よ
り
、（
株
）
エ
ー
コ
ー

プ
え
ん
ゆ
う
の
役
員
と
し
て
再

度
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
活

か
し
、
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
精
一

杯
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ

ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
日
本
農
業
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
行
方
、
コ
メ
の
生
産
調
整
廃
止
、

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
大
筋
合
意
、
さ
ら

に
は
農
業
と
農
協
改
革
も
議
論
さ

れ
て
お
り
、
農
業
情
勢
は
か
つ
て

な
い
激
変
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
豊
か
な
経
験
と
技
術
力

を
活
か
し
、
英
知
と
結
集
力
を

も
っ
て
す
れ
ば
必
ず
や
未
来
へ
の

展
望
は
開
け
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。私

も
生
涯
、
農
業
を
応
援
す
る

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。末

筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

も
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ん
こ
と
と
Ｊ

Ａ
え
ん
ゆ
う
の
益
々
の
ご
発
展
な

ら
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

第
５
回
理
事
会
（
平
成

年
５
月

日
）

２６

３０

◇
報
告
事
項

１
．
第
１
四
半
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

２
．
第
１
四
半
期
財
務
状
況
に
つ
い
て

３
．
人
事
異
動
に
つ
い
て

４
．
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

５
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
財
務
・
体
制
整
備
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に
い
て

６
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７
．（
株
）
遠
軽
交
通
、（
株
）
え
ん
が
る
葬
祭
、（
株
）
遠
軽
農

業
振
興
公
社
の
決
算
状
況
に
つ
い
て

８
．
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
４
月
末
実
績
に
つ
い
て

９
．
そ
の
他

・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
料
金
に
つ
い
て

◇
議

案

１
．
夏
の
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
他
の
実
施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
実
施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
農
事
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
（
業
務
及
び
財
産
状
況
説
明
書

類
）
の
作
成
及
び
行
政
庁
に
対
す
る
縦
覧
開
始
届
け
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
組
合
員
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
の
あ
ら
ま
し

初
夏
の
候
、
皆
様
に
は
農
作
業

な
ど
何
か
と
ご
多
忙
な
毎
日
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
度
再
雇
用
の
契
約
終
了

に
よ
り
５
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て

当
Ｊ
Ａ
を
退
職
い
た
し
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和

年
に
当

４５

時
の
上
湧
別
町
農
協
に
奉
職
以
来
、

二
度
の
合
併
を
経
て

年
間
の
長

４４

き
に
わ
た
り
、
多
く
の
組
合
員
な

ら
び
に
歴
代
組
合
長
を
は
じ
め
と

す
る
役
員
の
皆
様
に
公
私
と
も
に

暖
か
い
ご
指
導
と
叱
咤
激
励
を
賜

り
、
さ
ら
に
は
良
き
先
輩
、
後
輩
、

同
僚
に
恵
ま
れ
支
え
ら
れ
な
が
ら

職
務
を
全
う
し
、
大
過
な
く
今
日

に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
感
無
量
の

思
い
で
あ
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
在
職
中
は
数
多
く
の
失
敗

や
苦
い
体
験
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
書
面
を
借
り
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

秦 野 明 彦

（株）エーコープえんゆう
取締役専務

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

退

職

者

挨

退

職

者

挨

拶拶

退退

職

者

挨

退

職

者

挨

拶拶

退

職

者

挨

拶

こ
の
度
、
５
月
１
日
か
ら
、
女
性

１
名
の
中
途
採
用
職
員
が
入
組
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

☆
質
問
事
項
☆

臼
生
年
月
日
・
血
液
型

渦
出
身
地
・
出
身
校

嘘
特
技
・
趣
味

唄
自
分
の
性
格

欝
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

島し
ま

貫ぬ
き

晴は
る

美み

（
本
所
資
材
課
兼
エ
ー
コ
ー
プ
富
美
店
）

臼
平
成
３
年
５
月

日
・
Ａ
型

３１

渦
遠
軽
町
・
遠
軽
高
等
学
校

嘘
趣
味
尺
マ
ン
ガ
、
料
理

ギ
タ
ー
始
め
ま
し
た
！

唄
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
す

欝
資
材
課
４
人
目
と
し
て
、
早
く

力
に
な
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
富
美

店
を
安
心
し
て
任
せ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ

ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ

中
途
採
用
職
員
紹
介
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読
者
の
声

今
年
は
雪
解
け
も
早
く
畑
作
の
方

は
仕
事
が
順
調
に
進
み
ま
し
た
ね
。

端
午
の
節
句
に
桜
が
満
開
に
咲
く
年

は
珍
し
い
で
す
。
酪
農
家
は
こ
れ
か

ら
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
畑
作
り
が
始
ま

る
の
に
こ
の
後
、
雪
が
降
る
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
気
温
が
上
が
り
、
暖
か
い

日
が
続
く
と
良
い
で
す
ね
。

（
匿
名
）

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
ら
し
い
天
気
が

一
番
で
す
ね
。

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
今

年
も
作
柄
が
心
配
で
す
。

（
匿
名
）

運
動
会
も
寒
空
で
し
た
し
、
ち
ょ
っ

と
寒
過
ぎ
ま
す
ね
。

暖
か
く
な
っ
た
り
、
寒
く
な
っ
た
り

と
忙
し
い
天
気
で
身
体
が
つ
い
て
い

く
の
が
大
変
で
す
。
で
も
、
作
物
は
順

調
に
生
育
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か

ら
草
と
の
戦
い
で
す
。
主
人
も
頑

張
っ
て
除
草
剤
を
ふ
る
な
ど
忙
し
く

動
い
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

農
家
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
収
穫

ま
で
は
忙
し
い
毎
日
で
す
ね
。
作
物

が
順
調
に
育
っ
て
、
豊
作
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

今
夏
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
冷

夏
に
な
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
出
て

い
ま
し
た
。
心
配
で
す
ね
。
暑
い
夏

で
豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・

（
匿
名
）

皆
さ
ん
の
お
便
り
も
天
気
の
心
配

が
多
い
で
す
ね
。

夏
は
夏
ら
し
い
天
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
中
に
気
づ
い

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
２
年
目

の
息
子
の
お
嫁
さ
ん
に
遅
れ
る
事
ば

か
り
、
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
か
り
、
苗
は

落
と
す
、

年
近
く
し
て
き
た
の
に
、

２０

経
験
も
あ
る
の
に
、、、

そ
ん
な
と
き
隣
の
先
輩
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

「
彼
女
は
若
い
！
あ
ん
た
も
若
い
と

き
が
あ
っ
た
し
ょ
！
」

経
験
よ
り
も
若
さ
が
勝
る
よ
う
に

私
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

（
匿
名
）

落
ち
込
ま
れ
る
気
持
ち
お
察
し
申

し
上
げ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
体
力
勝
負
な
仕
事
は
、

若
さ
に
軍
配
が
上
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
経
験
が
も

の
を
い
う
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
嫁
さ
ん
が
「
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
い
る

か
な
？
」
と
見
え
た
と
き
は
、
経
験
を

活
か
し
て
優
し
く
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。「
さ
す
が
お
母
さ
ん
！
」
と

頼
り
に
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

４
月
に
孫
が
生
ま
れ
、
毎
日
忙
し
い

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
上
の
子
の
保

育
所
へ
の
送
り
迎
え
、
ハ
ウ
ス
の
見
張

り
、
時
間
が
早
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
実
り
多
い
秋
に
な
る
と
良

い
で
す
ね
。

（
Ｐ
．
Ｎ

畑
の
ば
あ
さ
ん
）

お
孫
さ
ん
は
か
わ
い
い
で
す
ね
。

世
話
す
る
の
が
忙
し
く
も
有
意
義
な

毎
日
だ
と
存
じ
ま
す
。
お
孫
さ
ん
が

す
く
す
く
育
つ
こ
と
を
祈
念
す
る
ば

か
り
で
す
。

５
／

に
可
愛
ら
し
い
３
匹
の
仔

１２

猫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
牛
は
１
年
中

で
す
が
、
野
生
動
物
は
出
産
ラ
ッ

シ
ュ
！

人
と
野
生
動
物
が
上
手
に

つ
き
あ
え
る
世
界
に
な
る
と
良
い
で

す
ね
。

（
匿
名
）

妙
案
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
野

生
動
物
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
課
題
で
す
ね
。
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〜 応 募 方 法 〜
　応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、
身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
　正解者の中から抽選で毎月３名の方に、
粗品をプレゼント致します。

   締め切り 　６月２ ５日 （水）

５月号の答えは 「ズッキーニ」 でした。
新緑が、目にまぶしく写る季節になり
ましたね。
当選者は下記の方々です。

    Ａ        Ｂ      Ｃ     Ｄ       Ｅ　  Ｆ

遠 軽 町 富 美

湧別町南兵村三区

遠軽町生田原八重

松田　清子　さん
福本　和子　さん
大熊　佳代　さん

２０６

Ｄ

２１８

Ｃ
１５

１９

１４

９

１２１０

１３

Ｆ

３

５

１１ １６

１７

Ｂ

４

１

７
Ａ

２

１８

脂 
タ
テ
の
カ
ギ

１　

あ
な
た
が
今
見
て
い
る
の
は
タ
テ
の　

　
　
　
　

３　

商
品
を
多
め
に
購
入
し
て
蓄
え
る
こ
と

６　

部
屋
と
部
屋
を
隔
て
る
建
具
な
ど
の
こ

　
　

と

８　

今
日
の
お
か
ず
は
メ
ン
チ　
　

よ

９　

茶
わ
ん
よ
り
大
き
め
の
鉢

　
　

セ
ー
フ
で
は
な
く
て

１１
　
　

韓
国
料
理
の
一
つ　

生
肉
の
細
切
り
を

１２
　
　

調
味
料
で
あ
え
た
も
の

　
　

く
ち
ば
し
で
樹
木
に
穴
を
開
け
る
鳥

１４
　
　

何
度
も
何
度
も
か
む
菓
子

１６
　
　

ビ
ー
ル
の
こ
と

１８
　
　

七
夕
に
「
彦
星
」
と
会
い
ま
す

２０
　
　

山
寺
の
和
尚
さ
ん
が
蹴
り
た
か
っ
た
も

２１
　
　

の

紙 

ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

草
刈
り
に
使
う
道
具

２　

国
会　
　

に
代
議
士
が
集
ま
っ
た

３　

ジ
ャ
マ
イ
カ
は　
　

海
に
浮
か
ぶ
島
国

４　

周
囲
よ
り
小
高
く
な
っ
た
土
地

５　

こ
の
本
が　
　

で
小
説
家
を
目
指
し
た

　
　

ん
だ

７　

小
豆
を
添
え
た
か
き
氷
の
こ
と

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
と
き
背
負
い
ま
す

１０
　
　

夏
の
日
の
出
の
こ
ろ
に
咲
き
ま
す

１１
　
　

も
ん
じ
ゃ
焼
き
で
有
名
な
東
京
の
人
工

１３
　
　

島

　
　

こ
の
鳥
が
軒
に
巣
を
作
る
と
縁
起
が
い

１５
　
　

い
と
か

　
　
　
　

が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込
む

１７
　
　

テ
ッ
ポ
ウ
、
ヒ
メ
、
オ
ニ
と
い
え
ば
何

１９
　
　

の
花
？

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
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